資料④-3
ＰＲＰ再生療法に関するインフォームド・コンセント（説明と同意）

　貴方の治療を担当するに当たり、下記の説明を行います。治療内容を十分にご理解の上、ご署名ください。

◆麻酔（表面麻酔）

完全な除痛は得られませんが軽減されます。また、圧迫感・注入剤が入ってくる感覚はあります。

◆合併症について

　1．発赤・腫脹：１日～２週間程度で消失します。

　2．内出血：１～２週間で消失します。

　3．血腫：出血が多くあった場合、注入部位、特に目元が強く腫れて紫色になることがありますが、ほとんどの場合自然に吸収されて改善します。

　4．感染症：消毒薬の使用により極めて稀に生じることがありますが、適切な治療により改善します。
　5．硬結（しこり）：マッサージすることにより改善されます。

　6．過矯正：まれに効果が想定以上に出ることがあります。

　7．左右差：骨格由来の左右差が残る場合があります。

· 注入前に知って頂きたい事

　1．血小板注入後、１ヶ月後に経過観察のために来院してください。

2．施術直後から洗顔、メイクが可能です。
3．血小板による肌活性化の効果は、１～３ヶ月かけて徐々に現れてきます。
4．効果の出方には個人差があります。また、十分な効果を期待するには、複数回継続治療が必要な場
   合もあります。
5．他の治療法との比較について以下に説明します。
	
	効果の比較
	危険性の比較

	ＰＲＰ
	くぼみをもりあげるだけの治療ではなく肌そのものの若返り効果が期待できる。

注入後約3ヶ月かけて効果が現れ、効果は1年以上期待できる。（お手入れの状態によって異なる）。

ちりめんじわや目の下のくまにも効果が期待できる。安全・簡単。
	血液採取による侵襲がある。
自分の血液から血小板を採取するため、アレルギー反応などの副作用が極めて少ない。
内出血の可能性がある。
2～3日程度の腫れが生じる可能性がある。
効果を感じるまでに数週間必要な場合がある。

	ヒアルロン酸注射
	効果が分かりやすい。

即効性がある。

効果は約6ヶ月程度期待できる。
簡単。
	アレルギー反応の可能性がある。
内出血の可能性がある。
半年程度で体内に吸収されるため持続するには数ヶ月ごとの治療が必要。


　尚、治療中や治療後に予期しない合併症や後遺症が生じる可能性があります。勿論これらの予防と対策には十分配慮しますが、万一これらが生じた場合は、その治療に万全を尽くすと同時に、必要と判断された場合は、しかるべき医師に意見を求め、又は治療を依頼することもあります。この点を予めご了承ください。
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